
 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

                                                          

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 翔友 

岩手県釜石市鵜住居町 

第 25地割 13番地 43 

TEL：0193-55-6031 

FAX：0193-55-6032 ～ 2021 年（Ｒ3） 11 月号 No.122～  

11月の誕生月の花=シクラメン 

花言葉『内気』『はにかみ』『清純』『きずな』『愛情』『思いやり』『緻密な判断』 

急遽出ダーツメン

バー 

シクラメンは英語で「sowbread（豚のパン）」とも呼ばれます。これはシチリア島でシクラメンの球

根を豚が食べ荒らしたことに由来します。日本でも「豚の饅頭（ブタノマンジュウ）」という別名があ

りますが、これはパンという言葉がわかりにくい時代に饅頭として日本語に訳されたものです。夏の

暑さが苦手なことから、かつては鉢植えにして栽培されることが多かったのですが、小型で丈夫なガ

ーデンシクラメンが登場し、ガーデニングや寄せ植えの花材に利用される機会が増えていきました。 

編 集  
後 記 

2021 年は、1921 年にフレデリック・バンティング先生とチャールズ・ベスト先生が 

インスリンを発見されて 100 年の記念すべき年で、11/14 はバンティング先生の誕生日です。 

すい臓のベータ細胞で作られるホルモンです。糖分を含む食べ物は消化酵素などでブドウ糖に分解され、 

小腸から血液中に吸収されます。食事によって血液中のブドウ糖が増えると、すい臓からインスリンが分泌され、その働きにより 

ブドウ糖は筋肉などへ送り込まれ、エネルギーとして利用されます。 

 糖が体にたくさん入ってくると、インスリンが血液中の糖を運ぶをためにバンバン働いてすい臓が疲れてしまい、だんだんイ

ンスリンホルモンの働きが悪くなってしまいます。（肥満や運動不足、食べ過ぎによって、すい臓が疲れてしまいます） 

インスリンがうまく働かなくなり、血液中の糖が増えたままの「血糖値が高い」状態のまま放置されると、血液のなかにあふれ

た糖が血管を傷つけてしまい、心臓病や失明、腎不全、足の切断といったより思い病気になってしまう可能性も・・ 

血液の中が糖だらけで血管がボロボロになってしまいます。 

最も一般的な糖尿病で、10 人に 9 人以上はこのタイプです。 

若い人でも発症する場合もありますが、40 歳を過ぎてから発症する場合がほとんどです。 すい臓はインスリンを作り出しま

すが、2 型糖尿病では、量が十分ではないか、作られたインスリンが十分作用しません。 

症状初期の段階では自覚症状がまったくないことが多く、症状があらわれるとしても、非常にゆっくり、少しづつあらわれ 

ます。 症状としては・・・ 

・疲労感 ・皮膚が乾燥して痒い ・手足の感覚が低下する、または、チクチク指すような痛みがある ・頻尿 ・目がかすむ  

・感染症によくかかる ・切り傷やその他の皮膚の傷が治りにくい ・空腹感やのどの渇きがひどくなる・・・等 

このような症状があるときは、早めに相談を！ 
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11 月生まれ 
お誕生日おめでとう 

・・・吉田恵美子さん・・・ 

体調に気を付けて仕事を頑張ります 

11/1 

・・・菊地浩人さん・・・ 

休まずかよえるように頑張ります 

11/11 

・・・多田弘毅さん・・・ 

一日一日をがんばります 

11/26 

・・・福士一眞さん・・・ 

これからもよろしくお願いします。 

今月で二十歳になります 

11/28 

昼やすみは散歩や 
ダーツをしました 

消火器は炎にかけな
いで火の元にむけてか
けます。         ＝消防士＝ 

水消火器を使っての訓練 


